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１.令和７年度開始の地籍調査新規実施区域
（第９工区）について

令和７年度より新規に地籍調査を実施する区域（第９工区）は、
次のスライドをご参照ください。
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第９工区



 市区町村が調査を実施する場合、
調査にかかる費用については、事
業費の１/２を国が負担し、残りを
都道府県、市区町村で均等に負担
します。

 土地所有者様等の費用負担はあり
ません。ただし、立ち会いや成果
の閲覧に係る交通費等については
自己負担となります。
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２.地籍調査事業費について

都道府県
２５％

市区町村
２５％

国
５０％
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３.印西市地籍調査の進め方

①地元説明会
又は事業実施を周知

② 事前現地調査
（1回目の個別立ち会い）

③基準点測量・一筆地測量

⑥ 成果の閲覧

⑦登記所に成果を送付

立ち会いは、基本的に土地所
有者等と、一人ひとり個別に
行います

④ 一筆地調査
（2回目の個別立ち会い）

※ が土地所有者様等に
ご協力いただく工程です。

立ち会いにより決めた筆界
を確定前に確認できます

⑤地籍測量、
地籍簿・地籍図の作成

登記簿の修正、地籍図が備え
付けの正式な図面となります
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４. 印西市地籍調査作業の詳細

【令和７年度の作業】（時期は目安）

令和７年５月下旬 地籍調査説明会

７月～８月 事前現地調査（現況確認、1回目の立ち会い）
※現地で現況確認、資料に基づき、既存杭や境界の
位置の確認等を行います

９月～1０月 測量作業

※赤字部分が土地所有者様等に
ご協力いただく工程です。
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立会い通知書（サンプル）



案内図（サンプル）
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集合場所・時間は、各個人で異なります。
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４. 印西市地籍調査作業の詳細

【令和８年度の作業】①（時期は目安）

令和８年６月～７月 測量作業

令和８年１１月 一筆毎に現地調査（2回目の立ち会い）
※基本的に、この工程で境界を決めて
いただきます

令和９年１月 とりまとめ作業
千葉県の検査（閲覧前）

※赤字部分が土地所有者様等に
ご協力いただく工程です。
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４. 印西市地籍調査作業の詳細

【令和８年度の作業】②（時期は目安）

令和９年２月 地籍調査の成果の閲覧
※調査の成果は市役所において、20日間閲覧できます。
成果に誤りがあれば修正します
令和９年３月 千葉県の検査・国へ承認申請

令和９年１１月～１２月 国の承認（千葉県からの認証）

令和１０年１月 法務局へ成果の送付

令和１０年１０月～１１月 法務局の登記完了
（ ※ 閲 覧 か ら 約 ２ 年 ）

※赤字部分が土地所有者様等に
ご協力いただく工程です。

約９～１０か月

約９～１０か月
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５. 現地調査（個別立ち会い）の方法
個別に立ち会いを行います。
（原則、隣接の土地所有者様等と一緒に立ち会いは行いません。）

① 土地所有者様等による筆界、地目の確認
など、現地にて聞き取り

② 確認した筆界に仮杭（木杭）の設置
またはマーカーでペイント

スムーズに作業を進める
ため、事前に境界位置の
確認をお願いします

【令和７年度 １回目の立ち会い】

③ 書類に署名をいただきます



13
５. 現地調査（個別立ち会い）の方法

①１回目の立ち会い及び測量の結果を
現地で説明及び確認

②書類に署名をいただきます

【令和８年度 2回目の立ち会い】 隣接者の立ち会い及び測量の
結果、１回目の立ち会い時に
打った木杭等の位置から変更
がなければ、２回目の立ち会
い前に赤いプラスチック杭等
に打ち換えます。

③筆界の位置について、土地所有者様等及び隣接者様等の同意後、
赤いプラスチック杭又はアルミプレートに「地籍調査」と書か

れた丸いパッチを貼って筆界が決まります。

個別に立ち会いを行います。
（原則、隣接の土地所有者様等と一緒に立ち会いは行いません。）
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【参考】地籍調査実施時に設置する杭等
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【参考】地籍調査実施時に設置する杭等
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６. 筆界未定について

【2回目の立ち会いで筆界が決まらなかった場合】

「筆界未定地」となります。

筆界未定となった場合、境界杭が打てな
いため、測量が行えず、正確な土地情報
を登記することができません。
また、右のようなデメリットもあります。

は、決まらなかった境界杭。
実線の境界が未確定となる。

【調査前（公図）】 【調査後（地籍図）】

17番地＋18番地18番地17番地

筆界が決まらない場合、公図にあった
筆界線は、新しい地籍図には記載され
ません。（下図参照）

デメリット
 相続や売買等で分合筆しようと思っても、
分合筆が困難になります

 地目変更や地積更正が困難になります
 土地を売買する場合や、抵当権等の設定を
する場合、相手方に筆界未定になった理由を
説明し、承諾を得る必要があります

 農地の場合、農地転用ができなくなる可能性
があります

 宅地の場合、建物の建築が出来なかったり、
融資が受けられないことがあります

 地籍調査の終了後に境界を決定する場合、
自己負担で測量や登記手続きを行う必要が
あります

未確定の境界杭と境界は記載
されない。
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６. 筆界未定について

ここに「国調筆界未定」と
記載されます。

「筆界未定」となった場合
土地の売買や建築などのため、
境界をはっきりさせる必要が生じ
た場合には、地権者等が自ら費用
を負担し、隣接地権者との立ち会
い、測量の実施及び登記手続きを
行うことになります。
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７. 立ち会い通知書の送付について

・１回目の立ち会い通知書は、令和７年６月末頃の送付を予定しています。
・２回目の立ち会い通知書は、令和８年１０月中頃の送付を予定しています。

・土地の所有者若しくは、相続人や管理人等に送付します。
・相続未登記の土地については原則、法定相続人全員に送付しますが、立ち会いの
出席は代表者（複数可）の方のみでも構いません。その際は、欠席者全員からの
委任状若しくは、相続人代表者届出書を提出してください。

発送時期について

送付対象者について

事前に親族（法定相続
人）の間で代表者を決
めて頂けると立ち会い
がスムーズに進みます。

立ち会い通知書に同封する書類

・（相続人・共有地・財産管理人）代表者届出書 ・委任状
・集合場所の地図（集合場所が自宅の場合は同封しません。）
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８. 土地所有者等の皆様へのお願い

１．地籍調査員の立ち入り

２．杭の確認と保存

・立ち会いの対応及び測量作業は、市が委託する測量業者が行います。
・調査にあたっては可能な限り声をお掛けしますが、連絡がつかない場合は、
調査員が必要最低限の範囲で立ち入りますので、ご了承ください。
なお、調査員は土地立入証の携帯、腕章を着用しています。

・立ち会いが円滑に進められるように、草刈り、置物等の移動、境界の位置の
確認、また立ち会い後は設置した杭の保存をお願いします。

３．相続未登記の土地所有者様等への立ち会い通知
・原則、法定相続人全員に送付します。
・代表者による立ち会いを希望される場合は、事前に親族（法定相続人）の間で
お話し合いをお願いします。
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８. 土地所有者等の皆様へのお願い

４．立ち会いは必ずご出席を

５．立ち会い後の登記の変更について

６．測量図等の提供

・立ち会い日の変更を希望する場合は、必ず事前連絡をお願いします。
・立ち会いに欠席される方は、代表者へ連絡及び委任状の提出をお願いします。
・ご病気や遠方にお住い等の理由や、都合により代理人を立てることが出来ず、
立ち会いに参加できない場合は、事前にご相談ください。

・過去に測量した図面等がありましたらご提供ください。

・立ち会い後に土地の売買や相続登記、分合筆等は可能ですが、その場合は
市役所都市計画課にご連絡ください。



地籍調査は、土地所有者等の皆様の
ご協力があってこそ進めることができます。
ご理解とご協力をお願いします。

印西市 都市建設部
都市計画課 地籍調査係
住所:〒270-1396

千葉県印西市大森2364-2
TEL:0476-33-4709
FAX:0476-42-6200
Mail:tokeika@city.inzai.chiba.jp
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